
 

※きまりを
ま も

守って
た の

楽しく
せ い

生
か つ

活しましょう。  

    
こう

項     
もく

目              
ない

内             
よう

容  

とう

登  
げ

下  
こう

校  

 ○
とう

登
こう

校
じ

時
かん

間は，７：２０～８：００の
あい だ

間 に
とう

登
こう

校する。  

  ○
き

黄
いろ

色い
ぼう

帽
し

子をかぶって
とう

登
げ

下
こう

校する。  

  ○
わす

忘れ
もの

物は
と

取りに
かえ

帰らない。（
き

危
けん

険なので）  

  ○
き

決められた
つう

通
がく

学
ろ

路を
とお

通る。
よ

寄り
みち

道をしない。  

 ○できるだけ、歩
ある

いて登
とう

下校
げ こ う

をする。  

がつ

学
こう

校の
せい

生
かつ

活  

  ○
こと

言
ば

葉づかいはていねいに。「～さん」と
よ

呼ぶ。  

  ○チャイムの
あい

合
ず

図を
まも

守って
せい

生
かつ

活する。  

  ○
ろう

廊
か

下は
みぎ

右
がわ

側を
しず

静かに
ある

歩く。  

  ○
とく

特
べつ

別
きよ う

教
しつ

室や
たい

体
いく

育
かん

館へは、
せん

先
せい

生といっしょに
はい

入る。  

  ○
しよ く

職
いん

員
しつ

室や
ほ

保
けん

健
しつ

室への
い

入り
かた

方  

      １  
しつ

失
れい

礼します。   ２  ○
ねん

年○
くみ

組   
し

氏
めい

名  です。  

      ３  ○○のことで
き

来ました。  

      ４  
しつ

失
れい

礼しました。  

  ○
ろう

廊
か

下や階段
かいだん

で
あそ

遊ばない。  

 ○ベランダには出ない。  

あいさつ・言葉づかい・
かた

片
づ

付けは
き

基
ほん

本  

も

持  ち  
もの

物  

  ○
ひつ

必
よう

要でないものは
も

持ってこない。  

    
げん

現
きん

金、
は

派
で

手な
がく

学
よう

用
ひん

品、キーホルダー、マスコット、お
か

菓
し

子、
けい

携
たい

帯
でん

電
わ

話・スマートフォン等
とう

は持
も

ってこない。 

あそ

遊   び  

  ○
き

決められている
ば

場
しよ

所で
あそ

遊ぶ。  

 ○中庭
なかにわ

や日本
に ほ ん

庭園
ていえん

では、遊
あそ

ばない。  

  ○
うん

運
どう

動
じよ う

場 、サブグラウンドでの
あそ

遊びのきまりを
まも

守る。  

  ○
きよ う

教
しつ

室や
ろう

廊
か

下では、落
お

ち着
つ

いて過
す

ごす。  

  ○
ぜん

全
こう

校
せい

生が
あつ

集まって
あそ

遊ぶ時
とき

は、
か

下
きゆ う

級
せい

生に
き

気をつける。  

○
つか

使った
もの

物はきちんと
かた

片
づ

付ける。  

げ

下
こう

校してからの
あそ

遊び  

  ○
だれ

誰と、どこで、いつまで
あそ

遊ぶかを、
おや

親に
つた

伝える。  

  ○
ひと

一
り

人きりでは
あそ

遊ばない。  

  ○
ひと

人
どお

通りが
すく

少ない、
うす

薄
ぐら

暗い
とこ ろ

所 では
あそ

遊ばない。  

  ○
がつ

学
こう

校で
あそ

遊ぶ
ば

場
あい

合は、
しよ く

職
いん

員に
い

言ってから
あそ

遊ぶ。  

  ○遅くても１７：００には
いえ

家に
かえ

帰る。  

生
せ い

活
か つ

・遊
あ そ

びのきまり  



授業
じゅぎょう

・学習
がくしゅう

のきまり  

※きまりを
ま も

守ってしっかり
べ ん

勉
きよ う

強 しましょう。  
こう

項   
もく

目  
ない

内             
よう

容  

じゆ

授
ぎよ う

業 の
はじ

始め  
 ○チャイムが

な

鳴り
お

終わるまでに
ちや くせ き

着 席しておく。  

  ○
ごう

号
れい

令をかけ、あいさつをして
はじ

始める。  

はつ

発
げん

言の
し

仕
かた

方  

  ○
しず

静かに
て

手を
あ

挙げる。  

  ○
し

指
めい

名されたら、「はい」と
へん

返
じ

事をする。  

  ○「わたしは、○○だと
おも

思います。」「○○です。」

と、
ご

語
び

尾まで、はっきりと
い

言う。  

  ○
わ

分からないときは、「
わ

分かりません。」「
かん が

考 え
ちゆ う

中

です。」「～ですか。（質問）」と
い

言う。  

聞
き

 き  
かた

方  
 ○

き

聞くときは、
はな

話す
あい

相
て

手を
み

見て、目・耳・心で
き

聞く。 

○最後
さ い ご

まで、相手
あ い て

の 話
はなし

を聞
き

く。  

ノートのとり
かた

方  

  ○ていねいな
も

文
じ

字で、とばさないで
か

書く。  

  ○
ひ

日
づけ

付、
たん

単
げん

元
めい

名等をきちんと
か

書く。  

  ○
だい

大
じ

事なことは、
いろ

色をかえて
か

書く。  

  ○
ちよ く

直
せん

線を
ひ

引くときは、
じよ う

定
ぎ

規を
つか

使う。  

がく

学
しゆ う

習
よう

用
ぐ

具  

 

 

 

 

 

 

 

○えんぴつ（Bか２B）を
つか

使う。えんぴつは、
けず

削って

おく。  

 ○
こう

高
か

価な
もの

物や
は

派
で

手な
ぶん

文
ぼう

房
ぐ

具は、
も

持ってこない。  

 ○
した

下
じ

敷きは、
かな ら

必 ず
つか

使う。  

 ○
も

持ち
もの

物には、
な

名
まえ

前を
か

書く。  

 ○ノートは
き

決められたものを
つか

使う。  

 ○ランドセル・
ふで

筆
ばこ

箱には、キーホルダーやマスコット

などはつけない。  

じゆ

授
ぎよ う

業 の
お

終わり  

 ○
ごう

号
れい

令をかけ、あいさつをして
お

終わる。  

 ○
きよ う

教
か

科
しよ

書、ノート
とう

等を
つく え

机 にしまう。  

 ○休
やす

み時間
じ か ん

の 間
あいだ

に、次
つぎ

の授業
じゅぎょう

の準備
じゅんび

をしておく。  

 

・えんぴつ４～５本
ほん

 

・６B １本
ほん

 

・赤
あか

青
あお

えんぴつ  １本
ほん

 

・消
け

しゴム  １こ  

・名前
な ま え

ペン  １本
ほん

 

・定規
じょうぎ

 １本
ほん

 

※高学年
こうがくねん

※  

・赤
あか

か青
あお

のボールペン  １本
ほん

 

（キャップ式
しき

）  

・マーカー  １本
ほん

 


